
 ⽯綿は、天然の繊維状鉱物で、「せきめん」「いしわた」と呼ばれています。⽯綿
の繊維は、肺線維症（じん肺）、中⽪腫の原因になるといわれ、肺がんを起こす可能
性があることも知られています。平成１８年（２００６年）９⽉から製造・輸⼊・使
⽤などが禁⽌されていますが、それ以前に着⼯した建築物等には⽯綿を含む建材や塗
料が使⽤されている可能性があります。
 こうしたことから、⽯綿障害予防規則、⼤気汚染防⽌法など関係法令により、エア
コン⽤配管⽳の⽳あけや⽳拡張を⾏なう場合にも、⽯綿の⾶散や作業者のばく露を防
ぐため、⽯綿が使⽤されていないかの事前確認や⽯綿が使⽤されている場合やその可
能性がある場合には粉じんが⾶散しないよう対策することが定められております。

⽯綿対策⼯事

⽯綿含有建材
調査

着⼯年⽉確認

配管⽳施⼯
（⽳あけ、⽳拡張）

通常⼯事

なし

平成18年9⽉
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平成18年8⽉
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建物の着⼯年⽉は
建築確認通知書や検査済証などで
確認いたします。(裏⾯①)

書⾯と⽬視で調査いたします。
書⾯調査では設計図や設備図など、
設計図書が必要です。(裏⾯②)

配管⽳施⼯の際の粉じんが
⾶散しないよう対策します。
施⼯後、粉じんの取り残しがないよう
清掃いたします。(裏⾯③)

お客様ご負担
13,200円

お客様ご負担
3,300円

お客様ご負担
なし

既設の配管⽳を使⽤した設置をご希望の場合でも、
稀に既設の配管⽳を使⽤することができず、
配管⽳施⼯が必要になる場合がございます。
その際、着⼯年⽉確認できる書類や設計図書が
必要となりますので、ご準備をお願いいたします。



 法令により建物の着⼯年⽉は設計図書などの⽂書で確認するよう定められており
ます。⼯事⽇当⽇に⼯事担当者にて着⼯年⽉の確認させていただきますので、下記
のいずれかの書類をご準備いただきますようお願いいたします。

《ご準備いただくもの》 ※下記のいずれかをご準備ください。
◎建築確認通知書 ◎検査済証 ◎建物登記簿謄本
◎建築台帳記載事項証明書 ◎固定資産税課税台帳

 法令により建物の着⼯年⽉が平成１８年（２００６年）８⽉３１⽇以前の場合は施
⼯前に⽯綿等（アスベスト）の使⽤の有無を必要な知識を有する資格者にて調査する
よう定められております。調査には、建物の図⾯や仕様書などの設計図書⼀式などが
必要となりますので、ご準備いただきますようお願いいたします。

《ご準備いただくもの》
◎⽯綿含有建材調査費⽤ ３，３００円（税込）
◎竣⼯図また設計図（配置図、平⾯図、⽴⾯図など）
◎建築確認申請書

 法令により⽯綿含有建材調査の結果、施⼯箇所に⽯綿等を含む建材がある場合、ま
たは⽯綿等の使⽤した建材があるかどうかが不明の場合は、必要な知識を有する資格
者が粉じんなどが⾶散しないよう対策をして施⼯するよう定められております。⽯綿
対策⼯事の際、ばく露防⽌のため、⼀時的に施⼯場所へのお客さまの⽴ち⼊りができ
なくなります。貴重品や必要なものなどがございましたら、予めお客さまご⾃⾝で移
動、ならびに保管をお願いいたします。

《ご準備いただくもの》
◎⽯綿対策⼯事費⽤ １３，２００円（税込）

■⽯綿含有建材調査 ３，３００円（税込）

平成１８年８⽉以前着⼯の建物に配管⽳施⼯を⾏なう場合、「建築物⽯綿含有建材調査者」が⽯綿建材の有無について調査します。

■⽯綿対策⼯事 １３，２００円（税込）

調査の結果、⽯綿を含む、または含む可能性がある場合、「⽯綿作業主任者」が粉じんが⾶散しないよう対策して⼯事します。

（２０２４.０６）

調査の精度を上げるため、
様々な書類を確認します。
建物に関する書類は
できる限り、ご⽤意ください。


